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年後においても、ృບの෇ண強さは新඼とಉ
౳、ٵ水཰は௿いঢ়ଶをҡ し࣋、インϐーダン
スは༏れた๷৯性ೳを示すྖҬにあった。Ԙ
素ਁಁ深さは、ృບの厚さ໿ 300Жm にରし
て 20Жm 以下で、ృບの厚さの 1 ׂະຬと

খさな஋であった。
　以্のことから内面ΤϙΩシथࢷคମృ
૷は༏れた௕ظ耐ٱ性を༗することが確認
できた。
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̎ɽௐࠪର৅
　ௐࠪした内面ΤϙΩシथࢷคମృ૷、ΰ
ムྠ、ϙリΤνϨンスリーϒの࢖用年数を表

に̍示す。いͣれも্水ಓで࢖用されたもの
である。

̏ɽௐࠪ݁Ռ
ʢ ʣ̍಺໘ΤϙΩγथࢷคମృ૷
　۷্管の内面ΤϙΩシथࢷคମృ૷には、
いͣれも๲れやണがれはແ も認めらࡺൃ͘、
れなかった。֎؍例をࣸਅ 1 ʙ 2 に示す。
　ృບの෇ண強さを図 1 に、ٵ水཰を図 2
に、インϐーダンスを図 3 に、ృບ表面か
らのԘ素ਁಁ深さを図 4 に示す。෍設後 39

誌上講座

－粉体塗装、ゴム輪、ポリエチレンスリーブ、モルタルライニングの調査－

ɽ̍͸͡Ίに
　新水ಓϏδϣンでは、水ಓのཧ૝૾として

ʮ҆全な水ಓʯʮ強ਟな水ಓʯʮ水ಓαーϏス
の࣋ଓʯが͛ڍられており、いまから 50 年ɾ
100 年後を見ਾ͑、平ৗ時はもͪ ΖΜのこと、
஍਒や߽Ӎ֐ࡂなどにରしても௕ظにわたっ
て҆৺できる水ಓ管࿏のߏஙがඞཁとされ
ている。
　ダクタイル鉄管は、1954 年にॳめて੡଄
されて以དྷ �5 年以্にわたって࢖われଓ͚
ており、ͦの༏れた耐ٱ性にՃ て͑、஍਒や
΁と進化していࡐにର応できる強㔸な管֐ࡂ
る。
　೔ຊダクタイル鉄管ڠձでは、これまでに
࣮際に࢖用されている管࿏で耐਒性と௕ظ
耐ٱ性をௐࠪしてきた。ຊใࠂでは、௕ظ
間࢖用されたダクタイル鉄管の内面ΤϙΩシ
थࢷคମృ૷、ΰムྠ、ϙリΤνϨンスリー
ϒをௐࠪして、ダクタイル鉄管の௕ظ耐ٱ性
についてূݕを行った。あわͤて、モルタル
ライニングの耐ٱ性に関するطԟのௐࠪ結果
を঺հする。

表̍　ௐࠪର৅の࢖༻೥਺

ௐࠪର৅ ೥਺༺࢖
（೥） ௐࠪ݅਺

಺໘ΤϙΩγथࢷคମృ૷ 19 ʙ 39 13 ʙ 30（஫ 


ΰϜྠ 1 ʙ 53 91

ϙϦΤチϨンεϦーϒ 2 ʙ 41 24

	 ஫ 
 ௐ߲ࠪ໨により݅਺͕ҟͳる

ダクタイル鉄管の長期耐久性の検証



࠲ߨ্ࢽ ��

ࣸਅ1　ݺびܘ 2��	 ೥਺༺࢖ 3� ೥ 
 ࣸਅ2　ݺび1ܘ��　�� 管ۂ˃ 	 ೥਺3�೥༺࢖ 


図1　ృບの෇ணڧ ʢ͞+*4�,���������ʣ 図 2　ృບのٵਫ཰ʢ+*4�,��2��ʣ

図3　ృບのΠϯϐʔμϯεʢ+*4�,������2��1ʣ 図 �　ృບのԘૉਁಁਂ͞
ʦ&1."ʢిࢠઢϚΠΫϩΞφϥΠβʣʹΑΔʧ

年後においても、ృບの෇ண強さは新඼とಉ
౳、ٵ水཰は௿いঢ়ଶをҡ し࣋、インϐーダン
スは༏れた๷৯性ೳを示すྖҬにあった。Ԙ
素ਁಁ深さは、ృບの厚さ໿ 300Жm にରし
て 20Жm 以下で、ృບの厚さの 1 ׂະຬと

খさな஋であった。
　以্のことから内面ΤϙΩシथࢷคମృ
૷は༏れた௕ظ耐ٱ性を༗することが確認
できた。



࠲ߨ্ࢽ �1

ࣸਅ �　ਫີੑݧࢼঢ়گ

図 �　ΰϜྠの࢖༻೥਺ͱҾு͞ڧ 図 �　ΰϜྠの࢖༻೥਺ͱߗ౓

表 2　�3 ೥ؒຒઃ͞Εͨܧखʢݺびܘ���、" 形ʣのਫີੑ݁ݧࢼՌ

෇༩ۂख෦の伸ॖɾ۶ܧ
ෛՙਫ圧 อ࣋時間 ݁Ռ

৚݅ りฦしճ਺܁

りฦし伸ॖ܁
ʶ32.5mm 10ճ 0.85MPa 5෼ ࿙ਫͳし

ۂりฦし۶܁
ʶ2.5˃ 10ճ 0.85MPa 5෼ ࿙ਫͳし

水ѹෛՙਅ௚水ѹෛՙ͛ۂ

�0 ダクタイル鉄管 平成 31.4 第 104 号

ʢ̎ʣΰϜྠ
　ΰムྠは、いͣれもΰムとしての஄性を༗
しており֎؍もྑ޷なঢ়ଶであった。֎؍例
をࣸਅ 3 に示す。̖ܗΰムྠのҾு強さを
図 5 に、硬度を図 � に示す。現ࡏの֨ن஋
は、Ҿு強さ1�.1a 以্、硬度 70± 5HT
であり、埋設から 53 年後においても、現ࡏ
の֨ن஋をຬ଍し、経年によるେきなม化

はなかった。また、53 年間࢖用され、ܧख
に૊Έࠐまれたঢ়ଶでճऩしたΰム ʢྠ呼び
ܘ 700、" ख）の水ີ性試験結果を表ܧܗ
2、ࣸਅ 4 に示す。ܧखを܁りฦし৳ॖɾ۶
さͤた後、水ѹをෛՙしても、࿙水は生͡ۂ

、ͣྑ 、な水ີ性を示した。以্の結果から޷
ΰムྠの௕ظ耐ٱ性を確認できた。

ࣸਅ ܘびݺ　3 2��　̖形 ೥਺��೥༺࢖	 


"޲Өํࡱ
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図�　ϙϦΤνϨϯεϦʔブの࢖༻೥਺ͱҾு͞ڧ 図 �　ϙϦΤνϨϯεϦʔブの࢖༻೥਺ͱ৳び

表3　ϙϦΤνϨϯεϦʔブの࣭ࡐのมભ

厚さ 引張強さ 伸び 耐衝撃性 酸化誘導時間 備考

①1975（S50）
JDPA Z 2005制定 0.2mm 100kgf/㎠≦

（9.8MPa≦） 250％≦ － － JDPA規格化

②1989（S64）
改定 同上 200kgf/㎠≦

（19.6MPa≦） 500％≦ － －

製造方法の追加
（低圧法）によ
り強度を向上し
た

③2001（H13）
改定 同上 30MPa≦ 同上 1kg×50cmの

衝撃に耐える －

製造方法の変更
（チーグラー触
媒→メタセロン
触媒）により強
度、耐衝撃性を
向上した

④2005（H17）
JWWA K 158制定 同上 30MPa≦

（引張降伏応力） 600％≦ 同上 － JWWA規格化

⑤2017（H29）
改定 同上 同上 同上 同上 60min

以上

酸化誘導時間を
規定し、耐久性
を向上（白化抑
制）した

�� ダクタイル鉄管 平成 31.4 第 104 号

ʢ̏ʣϙϦΤνϨϯεϦʔϒ
　ϙリΤνϨンスリーϒが૷ணされていた管の
管ମをௐ しࠪ、෗৯がແいことを確認した。ϙ
リΤνϨンスリーϒの֎؍例をࣸਅ 5、Ҿு強
さを図 7、৳びを図 � に示す。埋設౰時のن
֨஋は、Ҿு強さ100LHG�ὔʢ9��.1a）以্、
৳び 250ˋ以্である。物性஋はগしͣつ௿
下しているものの、埋設から41年後においても、
౰時の֨ن஋をຬ଍していた。

　なお、ϙリΤνϨンスリーϒは、ࡐྉや੡଄
方๏、物性౳のվྑがଓ ら͚れている。ϙリ
ΤνϨンスリーϒの࣭ࡐのมભを表 3 に示す。
現࢖ࡏ用されているϙリΤνϨンスリーϒは、
ॳظのϙリΤνϨンスリーϒと比΂໿ 3 ഒのҾ
ு強さ、2�4 ഒの৳びを༗しており、よりই෇き
೉͘ なっている。また、酸化༠ಋ時間をن定し、
更なる௕ظ耐ٱ性がظ଴できる。

水洗い後

水洗い前

ࣸਅ ��೥਺༺࢖	　��1ܘびݺ　� ೥ 
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トありでは 10� 年とࢉ定された。
ᶅ 成分分ੳ、強度試験ʢҾっかき試験、

Ҿுり試験）では、モルタルライニング
は中性化すると、表面強度が௿下して
いたが、鉄෦からണ཭することはないこ
とが確認できた。

ᶆ ੾管試験、ἥ޸試験を行った結果、中
性化してもモルタルライニングにクラοク
や鉄෦からണ཭が生͡やす͘なる޲܏
は見られなかった。

ᶇ Ԙ水ਁ௮試験では、モルタルライニン
グは全面中性化したものでも鉄෦にର
する๷৯ػೳを༗していることが確認で
きた。

　以্のことから、中性化したモルタルライ
ニングは、管΁のৼಈによるクラοクやണ཭、
๷৯性ೳに関しても、中性化していないもの
と比΂てݦஶなࠩはな 、͘中性化してもす͙
にൃḊすることはな 、͘管࿏΁のӨڹはগな
いとしている。
　たͩし、モルタルライニングが中性化する

間は、水࣭৚݅によりେき͘ظ ҟなる。༡཭
炭酸が多い౳、৵৯性の強い水࣭の場合、
ૣいظ間でモルタルライニングが中性化する
場合があることにཹҙしな͚ればならない。

̑ɽ͓ΘΓに
　ຊใࠂでは、࣮際に௕ظ間࢖用した内面
ΤϙΩシथࢷคମృ૷、ΰムྠ、ϙリΤν
Ϩンスリーϒの物性をௐࠪして、ダクタイル鉄
管の௕ظ耐ٱ性をূݕすることができた。ま
た、モルタルライニングについて、طԟのௐ
ࠪ結果からͦの耐ٱ性を確認した。ࠓ後も、
より一૚҆৺してダクタイル鉄管が࢖用でき
るよう、ௐࠪをܧଓしてい͘。

ʲߟࢀจݙʳ
1）滝沢ஐ、ۼڇढ़೭、石Ҫ和உ、ۙ౻ल
一ɿダクタイルர鉄管のモルタルライニングの
中性化とػೳ劣化に関する研究、水ಓڠձ
ୈ ࢽࡶ �0 ୈ ר � ߸ʢୈ 923 ߸）、QQ�2-10 
(2011)

�4 ダクタイル鉄管 平成 31.4 第 104 号

ʢ̎ʣϞルタルϥイχϯάͷதੑԽͱػೳ
ྼԽͷݧࢼ

　滝沢ら 1）は、老朽化したダクタイル鉄管
の更新計画を策定する際の耐用年数に関す
る知見を得るため、管内面のモルタルライニ
ングの中性化、及び、全面中性化した場合
のモルタルライニングの強度について研究を
行った。これらの試験結果を以下のようにま
とめている。

① 中性化促進試験から、モルタルライニ
ングの中性化深さは時間の平方根に比
例し、 √t 則が成り立つことが確認でき
た。

② 埋設管の中性化速度係数から、埋設後
の経過年数と中性化深さの関係は図 10
となり、中性化深さがモルタルライニン
グの厚さである 4 mm に達する年数は
シールコートなしでは 57 年、シールコー

図1�　ຒઃޙのܦա೥਺ͱதੑԽਂ͞のؔ܎ʢσʔλ਺߹ܦ、݅��ܭա೥਺࠷௕ �� ೥ؒʣ

̐ɽϞルタルϥイχϯάͷ଱ੑٱにؔ͢Δ
ԟͷௐࠪ݁Ռط

ʢ ʣ̍ϞルタルϥイχϯάͷதੑԽ
　モルタルライニングはセメントを主成分と
しており、経年劣化現象である中性化が
見られるケースが多い。セメントは、図 9
に示すようにセメント主成分の珪酸三石灰

［(CaO)3SiO2］や珪酸二石灰［(CaO)2SiO2］
などが水和反応によりカルシウムシリケート

水和物［(CaO)3(SiO2)2(H2O)3 など、一般に
C-S-H と表記される］や水酸化カルシウム

［Ca(OH)2］などを生成して硬化するが、こ
れらの生成物は二酸化炭素［CO2］と反応
すると炭酸カルシウム［CaCO3］を生成する。
中でも Ca(OH)2 と CO2 の反応によりコンク
リートのアルカリ性が失われる現象は中性化
と呼ばれている。

【代表的な水和反応：セメントが硬化する反応】

【中性化：アルカリ性が失われる反応】

図 �　ਫ࿨൓ԠͱதੑԽのԽֶ൓Ԡࣜ

γーϧίーτͳ͠ γーϧίーτ͋Γ

経過年数 経過年数

中
性
化
深
さ（
m
m
）

中
性
化
深
さ（
m
m
）
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+%P"�̜�������ʤ̨̪ܗダクタイルர鉄管ʢ̧ํࣜʣʥ
　̨̪ ै、管ʢ3方ࣜʣとい͏。ʣはܗダクタイル鉄管ʢ̧方ࣜʣʢҎԼ、64ܗ དྷの̨̪ 管のΰϜྠとԡྠのҐஔܗ
のอ࣋方๏、ΰϜྠのܗঢ়、ϩοクϦϯάの支࣋方๏を変ߋすることによͬͯडޱ௕さの୹ॖ、઀߹部඼਺の࡟
びϘルτのకΊ෇ٴ業࡞ख部のϞルタルॆṇܧ、ݮ τ͚ルク管ཧをなくし、大෯にੑ޻ࢪの্޲をਤることが
できるよ͏になͬたことかΒ、平成30年4݄にݺび�400ܘɾ��00をର৅としͯ֨نԽしたʢダクタイル鉄管
ᶺ103、֨نχϡーεを参রʣ。
1500ʙ��00を開ܘびݺ、ճࠓ　 ɾൃ実༻ԽしたことかΒ௥加し、平成31年�݄�日෇͚でվਖ਼した。
　̨̪ 。管ʢ̧方ࣜʣの֓ཁをҎԼにࣔすܗ

項目 ＵＳ形管（Ｒ方式）
呼び径の範囲 1500～2600

呼び径の種類

呼び径区分Ａと呼び径区分Ｂの 2 種類
区分Ａ： JIS、JWWA 規格と同じ外径 (Ｄ２) 寸法の管
 受け渡し当事者間の協定（注文者と製造業者の合意）によって、シールド内径に合わせて、
 区分Ｂまで最適な直径方向の寸法に変更できる。
区分Ｂ： 呼び径と同じ外径 (Ｄ２) 寸法の管
 その呼び径の最小寸法である。

直管の管厚 1種管、2種管、3種管、4種管
ただし、角度付き直管は4種管のみ

継手構造
( 直管、異形管
とも同じ )

従来の
ＵＳ形との
主な相違

・ゴム輪と押輪の位置の保持：スペーサ
　※ボルトと継ぎ棒をなくし、挿し口が押輪の内面を通過して受口奥まで挿入できることから割輪も
　　なくなった。これらの変更に伴って受口の長さが短くなった。
・ロックリングの支持方法：ＬＳ方式（ロックリングサポータ）
・継手部の充塡モルタル：なし

直管の種類

異形管の種類 曲管 (11 1/4°、8°、5 ５／８°、3°)､ 継ぎ輪、長尺継ぎ輪、変換継ぎ輪 ( 呼び径Ａ－ＬＳ方式、
呼び径Ｂ－ＬＳ方式、呼び径Ａ－呼び径Ｂ )

 スペーサ用ゴムゴム輪 押輪ロックリングサポータ

ロックリング スペーサ
஫هɹ継手性能は、従来の US 形と同じである。

஫هɹ曲線管路部分で直管の継手の曲げ角度で対応できない配管に使用する。
　　　角度は、呼び径 1500 ～ 2400 は 1°～ 5°の 1°刻み、呼び径 2600 は 1°～ 3°の 1°刻みである。
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規格ニュース
+%P"�̜�����ʢ̜̭ܗダクタイルர鉄管ʣ

350の̜̭ܘびݺ　 管とい͏。ʣܗ管ʢҎԼ、ҟܗダクタイルர鉄管ʢҎԼ、௚管とい͏。ʣ、ダクタイルர鉄ҟܗ
。੾หʢҎԼ、όルϒとい͏。ʣを௥加しͯ平成31年�݄�日෇͚でվਖ਼した࢓びιϑτγールٴ

�　௚管ٴͼҟܗ管ͷ֓ཁ
350の̜̭ܘびݺ　 ܘびݺ、管はܗびҟٴ௚管ܗ
�5ʙ300ɾ400とಉ͡ܧखੑೳٴびܧखߏ଄と
した。ただし、੾管Ϣχοτʢ̥�̸̡̺̽ 、̜ �̸̡̺̽ ʣは、
࣭ྔが大きくなΓੑ޻ࢪの্޲が๬ΊないことかΒ
びҟٴ定しなかͬた。௚管ن400とಉ様にܘびݺ
。଄をਤ1、�にࣔすߏ管のܗ

�　όルϒͷ֓ཁ
350の̜̭ܘびݺ　 ̗�"όルϒは、+88ܗ �1�0
ʢ水道༻ιϑτγール࢓੾หʣに४͡た。όルϒの
。଄をਤ3にࣔすߏ

項目 内༰
呼び径 ��ʙ ��� 呼び径 ���・���

継手構造 直　管：ϓοシϡΦϯλΠϓ(ਤ1 ࢀর)
ҟ形管：ϝΧχΧルλΠϓ(ਤ2 ࢀর)

継手ੑೳ
৳ॖྔ(直管)：管長の 1ʁ̀
཭୤๷ࢭ ：ྗ3ＤL （̣Ｄは呼び径NN）
༰۶曲角度(直管)：4°ڐ

直管の管厚 1種管（Ｄ1）、Ｓ種管（ＤＳ）

੾管Ϣχット �̥Ｌ̸ ̺̽ 、
̜�Ｌ̸ ̺̽ 規定なし

֎面ృ૷ 外໘଱৯ృ૷ຢは଱৯ѥԖܥృ૷

項目
内༰

呼び径 ��ʙ ��� 呼び径 ���・���
継手構造 ҟ形管と同じϝΧχΧルλΠϓ
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種　　類 3種（呼びѹྗ10̠ ）、
4種（呼びѹྗ16̠ ） 3種（呼びѹྗ10̠ ）

઀߹部の形ঢ় ྆受式
หശの
֎面ృ૷ 外໘଱৯ృ૷ຢは଱৯ѥԖܥృ૷

表1　直管、異形管及び切管ユニットの概要 表 2　バルブの概要

図1　直管の構造

図2　異形管の構造
図3　バルブの構造

˞ϑοΫは、曲管、Եࣈ管のૠしޱଆの管ମ部のࠨӈ2͔ॴにઃけ
る。

˞઀合は、ԡ輪͕受ޱにϝλルλονすΕ͹ྃ׬する。

ӈճΓ։͖ͷ
Ωϟοϓ
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　　なくなった。これらの変更に伴って受口の長さが短くなった。
・ロックリングの支持方法：ＬＳ方式（ロックリングサポータ）
・継手部の充塡モルタル：なし

直管の種類

異形管の種類 曲管 (11 1/4°、8°、5 ５／８°、3°)､ 継ぎ輪、長尺継ぎ輪、変換継ぎ輪 ( 呼び径Ａ－ＬＳ方式、
呼び径Ｂ－ＬＳ方式、呼び径Ａ－呼び径Ｂ )

スペーサ用ゴムゴム輪 押輪ロックリングサポータ

ロックリング スペーサ
஫هɹ継手性能は、従来の US 形と同じである。

஫هɹ曲線管路部分で直管の継手の曲げ角度で対応できない配管に使用する。
　　　角度は、呼び径 1500 ～ 2400 は 1°～ 5°の 1°刻み、呼び径 2600 は 1°～ 3°の 1°刻みである。
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ฏ੒��೥౓　ダクタイル鉄管ڠձηϛφʔ　શࠃ��ձ৔Ͱ։࠵༧ఆ
　日本ダクタイル鉄管協会では平成30年度、管路に限定することなく、水道事業に関する最新の情報や
先進事業体の実例を学識者や事業体職員を講師に招き、セミナーを全国14会場で開催しました。
おかげ様で、約1,400名の方々にご参加いただき、大変有意義なセミナーにすることができました。
　平成31年度も全国各支部の15会場でセミナーを開催予定です。近々、開催計画を当協会HPおよび新
聞に掲載致しますので、ご期待ください。

大阪会場 沖縄会場

名古屋会場 仙台会場

どの会場も熱心に聴講される
お客様でいっぱいでした。

製品のカットサンプルや耐震管
の模型、各種パネルをご紹介。
一部の会場では、講師の方や開
催地の事業体様にも展示コー
ナーにご協力いただきました。

幅広いテーマについて
ご講演いただきました。

小田原会場（講師：筑波大学 庄司准教授）広島会場(講師:鳥取大学 増田准教授）

セミナー併設展示

セミナー会場

千葉会場 高知会場

�� ダクタイル鉄管 平成 31.4 第 104 号

福岡水道展に出展 !!　～災害に強いダクタイル鉄管をPR～
　平成30年10݄�4日d��日の3日ؒ、෱ԬࢢϚϦϯϝοセで෱Ԭ水道లが開催さΕ、133 ɾࣾஂ 体がग़
లし、最新の水道ٕज़や੡඼なͲのP3をߦいました。
　日本ダクタイル鉄管協会もh 管路のװઢかΒ຤୺まで͋ΒΏるχーζにԠ͑るダクタイル鉄管 dɦϥイϑ
ϥイϯのϨδϦΤϯεڧԽに͚޲ ʢͯࣗવ֐ࡂにڧいH3%*Pʣdをίϯセϓτにग़లしました。లࣔϒーε
では、大ܕϞχターをͬ࢖たϓϨθϯςーγϣϯを実ࢪし、様々な管路ߏஙにରԠできる੡඼ϥイϯナο
ϓ、γールυ಺഑管޻๏༻にੑ޻ࢪを大෯にվྑした64ܗダクタイル鉄管ʢ3方ࣜʣ、֐ࡂにڧいϋβー
υϨδϦΤϯτ�ダクタイル鉄管ʢH3%*Pʣ、お٬様とڞにऔΓ૊Ή様々な協会׆ಈなͲを޿く঺հし、޷
ධをಘました。
　また、各छύωルのଞ、(9ܗ管ʢݺび300ܘʣ、/4ܗ&छ管ʢಉ150ʣ、450ܗ管のΧοταϯϓルや
ݟにࡍをలࣔすることによΓ、実ܕ໛ॖ৳ܗ9) ɾͯ৮ΕͯもΒいながΒ、ଟくのお٬様にダクタイル鉄管
のྑさをP3することができました。
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Challenge 
to change. 
チャレンジの中に、チェンジがある。

クリモトは 2019年2月で創立110周年。

挑戦と変革の第一歩として、企業ロゴをリニュ ー アルしました。

頭文字の「 K 」は 3 つの「 l 」 (Infrastru ctu re = インフラ・

Industrial facility= 産業設備 •Innovation = イノベ ー ション）を

意味する矢が、境界線を越えていく姿をイメ ー ジ。

新しいチャレンジで、夢ある未来にチェンジしていく。

これからのクリモトにご期待ください。

管路の更新や新設には、耐震性・

耐久性・耐蝕性に優れ、安全・確実な

施工性で定評のNGKダクタイル鉄管。

直管・異形管、鉄蓋など、

ダクタイル製管路システムー式を揃え、

製造から責任施工まで、NGKの一貫した

先進技術でお応えします。

疇

おか"さまで

株式会社栗本鐵工所
http://www. ku ri moto.co.j p/ 

創立11 0 周年。 ロゴを変えるのも、

めっちゃ勇気がいりました。 110TH 
ANNIVERSARY 

回？
ぷ

回

鵬

e..--. ..' ー・'

＠日本鋳鉄管株式會社
本社・工場：〒346-0193埼玉具久喜市菖蒲町昭和沼1番地ff(0480)85-IIOI囮 東北支社：〒980-0Dl4仙台市青葉区本町3 - 5 - 2 2 ff(022)263-273I囮
東京事務所：〒104-0045東京蔀中央区築地2 - I 2 - I O ff(03)3546-767I囮 中部支社：〒451-0046名古屋育西区牛島町5番2号ff(052)582-9808囮
北海道支社：〒003-0821札幌市白石区菊水元町1条2丁目3番8号ff(OI1)871-4445囮 九州支社：〒812-0037福岡門博多区伺供所町I - I ff(092)282-020I囮
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